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農 業の 現 場 にお い て 、害 虫 の 防除 に は 化学 合 成 殺虫 剤 を 用い た 化 学的 防 除が
広く 行 わ れて い る 。し か しな が ら、こ れま で に 3 2 5 種 類 の化 学 合 成殺 虫 剤 に対
して 5 8 6 種 の 昆 虫 に抵 抗 性 が報 告 さ れて い る 。適切 な 害 虫の 薬 剤 抵抗 性 管 理を
実現 す る ため に は 、化 学 的 防除 だ け でな く 、 生物 的 防 除、 物 理 的防 除 、 ある い
は耕 種 的 防除 な ど 複数 の 防 除法 を 合 理的 に 組 合わ せ た 総合 的 有 害生 物 管 理の 実
現が 望 ま れる 。 バ キュ ロ ウ イル ス は 昆虫 に 特 異的 な 環 状二 本 鎖 D N A ウ イル ス
であ り 、 殺虫 活 性 の高 さ 、 人畜 を 含 めた 環 境 への 安 全 性な ど か ら化 学 合 成殺 虫
剤に 代 わ る生 物 的 防除 資 材 （ウ イ ル ス農 薬 ） とし て 利 用さ れ て いる 。  
チ ャ ノ コ カ ク モ ン ハ マ キ （ A d o x o p h y e s  h o n m a i） （ チ ョ ウ 目 ： ハ マ キ ガ 科 ）
はチ ャ の 重要 害 虫 であ り 、 多く の 化 学合 成 殺 虫剤 に 対 して 抵 抗 性を 獲 得 して い
る難 防 除 害虫 で あ る。 チ ャ ノコ カ ク モン ハ マ キに は 殺 虫速 度 の 異な る 核 多角 体
病ウ イ ル ス、 A d o x o p h y e s  h o n m a i  n u c l e o p o l y h e d r o v i r u s（ A d h o N P V） お よ び
A d o x o p h y e s  o r a n a  n u c l e o p o l y h e d r o v i r u s（ A d o r N P V） が 感染 す る 。こ れ ら の
ウイ ル ス はチ ャ ノ コカ ク モ ンハ マ キ の防 除 の ため 新 た な生 物 防 除資 材 の 候補 と
して 重 要 であ る 。  
本研 究 で は、A d h o N P V および A d o r N P V の病 理学 的 特 性を 比較 し 、両ウ イ ル
スに 共 通 の宿 主 制 御機 構 を 明ら か に し、 ま た 、殺 虫 時 間決 定 に 関わ る 要 因を 推
定し た 。  
第１ 章 に おい て は、A d h o N P V および A d o r N P V に 感染 し た 宿主 の 致 死時 間 お
よ び ウ イ ル ス の 増 殖 速 度 を 生 物 検 定 に よ り 比 較 し た 。 A d h o N P V 感 染 虫 は ウ イ
ルス 接 種 齢に よ ら ず 、すべ て 終 齢（ 5 齢 ）で致 死 し たが 、 A d o r N P V 感染 虫 は ウ
イル ス 接 種齢 、 あ るい は 1 回 脱 皮後 に致 死 し た。 2 齢 幼 虫に ウ イ ルス を 接 種 し
た場 合 、A d o r N P V は A d h o N P V に比 べ て 8 日 早 く宿 主 を 致死 さ せ た 。 2 齢 ウ イ
ルス 接 種 幼虫 に お ける 両 ウ イル ス の D N A の増 殖 量 を調 査し た 結 果 、 A d h o N P V
感染 虫 と 比較 し て 、 A d o r N P V 感 染虫 では「 ウ イ ルス D N A の増 殖速 度 」が 有 意
に大 き く 、「 感 染 後に 生 産 され る 次 世代 ウ イ ル ス D N A 量 」は 有 意 に小 さく な
るこ と が 明ら か と なっ た 。 この こ と から 、 殺 虫時 間 を 決定 す る 要因 と し てウ イ
ルス の 増 殖速 度 が 関与 し て いる 可 能 性が 示 唆 され た 。  
昆虫 の 変 態は 2 つ のホ ル モ ン、 J u v e n i l e  h o r m o n e（ J H）およ び E c d y s t e r o i d
（ E） に よ り調 整 さ れて お り 、蛹 化 の 誘導 に は J H の 代 謝お よ び E の 分泌 が必
要 で あ る 。 終 前 齢 で あ る 4 齢 幼 虫 に ウ イ ル ス を 接 種 す る と 、 A d h o N P V も
A d o r N P V も終 齢 期 にお い て 宿主 の 蛹 化を 阻 害 し 、幼 虫 で 致死 を 引 き起 こ す 共通
の表 現 型 を示 す 。 第２ 章 に おい て は 、ウ イ ル ス感 染 虫 にお け る J H 代 謝 につ い
て調 査 し た。J H の 代謝 は 主 に 2 つの 酵素 、J H  e s t e r a s e と J H  e p o x i d e  h y d r o l a s e
によ り 行 われ る。ウ イル ス 非 感染 虫（ 健 全虫 ）に お い ては 、終齢 期 に J H  e s t e r a s e
遺伝 子 の 発現 が 増 加し 、J H  e s t e r a s e 活性 が 上 昇 し た が 、J H  e p o x i d e  h y d r o l a s e
活性 は 上 昇し な か った 。 こ のこ と か ら 、 チ ャ ノコ カ ク モン ハ マ キ の 蛹 化 の誘 導
には J H  e p o x i d e  h y d r o l a s e 活 性 は 関与 せず J H  e s t e r a s e の 活性 上 昇 が重 要 で あ
るこ と が 示さ れ た。一方 、A d h o N P V お よび A d o r N P V 感 染 虫に お い ては 健 全 虫
でみ ら れた J H  e s t e r a s e 遺伝 子 の 発現 およ び J H  e s t e r a s e 活 性の 上 昇 がみ ら れ
な か っ た 。 こ の こ と か ら 、 ウ イ ル ス 感 染 虫 に お け る 蛹 化 阻 害 は 、 J H  e s t e r a s e
によ る J H 代 謝 の抑 制が 原 因 であ る こ とが 明 ら かと な っ た。  
多く の バ キュ ロ ウ イル ス の ゲノ ム に は、 宿 主 の E に U D P - g l u c o s e を 修飾 す
るこ と で E の 活 性 を不 活 化 す る e c d y s t e r o i d  U D P - g l u c o s y l t r a n s f e r a s e（ E G T）
をコ ー ド する 遺 伝 子（ e g t） が保 存 さ れて い る 。 A d h o N P V およ び A d o r N P V も
e g t を 保持 し て いる 。両 ウ イ ルス の e g t が 終齢 期 に おけ る 蛹化 阻 害 に関 与 す る
かを 調 査 する た め に、 第 ３ 章に お い て、 ウ イ ルス 感 染 虫に お け る e g t の 発現 お
よび E G T の 分泌 の 有無 を 調 査 し た 。 終前 齢 で ある 4 齢 幼虫 に ウ イル ス を 接種
した 場 合 、 e g t の 発 現時 期 と E G T の検 出時 期 に は 、両ウ イ ルス 間 で 違い は 見 ら
れな か っ た。  
第４ 章 に おい て は 、 I l l u m i n a ®  M i S e q を 用 い た R N A - S e q を 行 い 、ウ イ ル ス
の全 遺 伝 子発 現 解 析お よ び 宿主 の 遺 伝子 発 現 ライ ブ ラ リを 作 製 した 。 2 齢お よ
び 4 齢 幼 虫 にウ イ ルス を 接 種し 、 接 種 1 2 0 時 間後 の 幼 虫 を 供 試 して R N A - S e q
を行 っ た 。そ の 結果 、A d h o N P V お よび A d o r N P V 感染 虫 に おい て は ウイ ル ス の
全 O R F の 発現 が 確 認さ れ た。ま た、各 O R F につ い て R P K M（ R e a d s  P e r  K i l o b a s e  
o f  e x o n  M o d e l  p e r  m i l l i o n  m a p p e d  r e a d s） 値 の算 出 お よ び F i s h e r の 正 確確 率
検 定 に よ る 解 析 を 行 っ た と こ ろ 、 両 ウ イ ル ス 感 染 虫 に お い て 発 現 量 の 異 な る
O R F が 複数 存 在 す るこ と が 明ら か と なっ た 。  
